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地域の皆さんによる路肩の除草作業
（朝山町下の上自治会の皆さんによる道路ふれあい愛護活動）
地域の皆さんによる路肩の除草作業
（朝山町下の上自治会の皆さんによる道路ふれあい愛護活動）

大根の収穫体験をしました（昨年の様子）
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　子どもたちの食をめぐっては、朝食の欠食や食習慣の乱れ、家族揃っ
て食卓を囲む機会が減るなど食生活のあり方が問題となっています。
食べることは生きるための源であり、子どもの頃からの食体験の積み重
ねにより「生きる力」が育まれていきます。
　また、最近では、食の安全性が問われ、安全で安心な食材への関心の
高まりとともに、地産地消を推進していく動きが進んできています。
　市では、親子で野菜を栽培し、それを食べるまでの体験を通じて、食
べ物のつながりへの関心を持ち、食の大切さを考える契機としていた
だくことを目的に体験事業を開催します。親子一緒に、ぜひ、ご参加くだ
さい。
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市内の５、６歳児とその保護者（保護者同伴に限ります）
県立出雲農林高等学校（下横町９５０）

＊農業体験…露地で秋野菜（大根・白菜・ジャガイモなど）を栽培（苗植え～収穫）します　　
＊調理実習…収穫した野菜を使って調理します
＊家庭栽培…家庭でも並行して野菜用プランターを使って野菜を栽培します
２０組（申込多数の場合は、抽選とします）　　　　　
１組につき３００円
電話、ＦＡＸまたはＥメールで、保護者氏名・お子さんの氏名・年齢・住所・連絡先電話番号を下記
まで連絡してください。
８月４日（月）必着

食育推進室（電話21-6829 ＦＡＸ21-6599　Ｅメール shokuiku@city.izumo.shimane.jp）

「わくわく食育体験事業」 参加者募集
～野菜大好き！ つくって食べよう～

日

※終了時間は、当日の状況で前後することがあります。

①

②

③

④

⑤

  9月  8日（月）

  9月25日（木）

10月  9日（木）

10月27日（月）

11月  6日（木）

14：00～15：30

14：00～15：30

14：00～15：30

14：00～15：30

13：30～16：30

開校式・苗植え

除草・施肥など

除草・施肥など

除草・施肥など

収穫・調理実習

時　間 内　容

対 象
場 所
日 程

 
内 容

募集人数
参 加 費
申込方法

申込期限
申し込み・おたずね／
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栄養士からのアドバイス!!

野菜の特徴をうまく取り入れた料理で、暑い夏を乗りきりましょう！！

野菜には食欲増進や疲労回復など、様々な効果があります。

キュウリ・ナス・トマト

　夏は食欲が低下して、そうめんなどあっさりしたものばかり食べがちですが、こ
れではたんぱく質や脂質不足になり、ますます疲れやすくなります。
　夏の食事は、主食（炭水化物）の摂取とともに、主菜（肉・魚・大豆などの料理）、そ
して副菜（旬の夏野菜など）をきちんと取ることが大切です。

汗などで失われた潤いを補
い、同時にカリウムが塩分や
余分な老廃物を体外に排出す
る手助けをしてくれます。

ゴーヤ・オクラ・
モロヘイヤ
苦味は食欲を増進し、ネバネ
バ成分は腸を整え、疲労回復
に役立ちます。

ショウガ・ミョウガ・
ニンニク
冷房で冷えきった体を薬味が
温め、食欲も増進させてくれ
ます。

歩道上にはみ出した枝葉が通行の支障になっています。
所有者が責任をもってせん定しましょう

道路・河川ふれあい愛護活動支援制度、
道路・河川の維持管理についての

おたずねは

『道路・河川ふれあい
　　　     愛護活動支援制度』の紹介
『道路・河川ふれあい
　　　     愛護活動支援制度』の紹介

道 路 河 川 維 持 課
平田支所 建 設 課
佐田支所 産業建設課
多伎支所 産業建設課
湖陵支所 産業建設課
大社支所 産業建設課

☎２１－６５６４
☎６３－５５３６
☎８４－０１１６
☎８６－３１１５
☎４３－１２１３
☎５３－４４４２

　道路・河川の環境保全と愛護意識の向上を図るため、地域で
の道路・河川のボランティア清掃を応援します。
★対象団体
　地域住民が組織している町内会、自治会および地区土木委員会
などの団体
★活動内容
　市が管理する道路・河川のうち、市があらかじめ指定した路線・
区間で行われる除草作業や河川の浚渫作業に対して助成金を交
付します。

　

道
路
は
私
た
ち
み
ん
な
の
財
産

で
す
。日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い「
道
路
」。毎
日
通
っ
て

い
る
道
路
な
の
に
身
近
す
ぎ
て
、

そ
の
大
切
さ
を
見
過
ご
し
て
は
い

ま
せ
ん
か
。

　

８
月
は
、「
道
路
ふ
れ
あ
い
月

間
」。「
よ
う
こ
そ
と
　

き
れ
い
な

道
で
　

お
も
て
な
し
」は
今
年
度

の
推
進
標
語
で
す
。こ
の
機
会
に

改
め
て
道
路
の
重
要
性
を
み
ん
な

で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

市
で
は
、地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
行
う
道
路
や
河
川
の
除
草
作
業

な
ど
に
対
し
て
助
成
金
を
交
付
し

て
い
ま
す
。身
近
な
財
産
を
み
ん

な
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

道
路
を
い
つ
も
安
全
で
快
適
に

利
用
で
き
る
よ
う
、市
で
は
道
路
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、補
修
や
清
掃
な

ど
維
持
管
理
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、安
全
で
快
適
な
環
境

づ
く
り
の
た
め
に
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　

道
路
や
歩
道
に
勝
手
に
置
か
れ

た
立
看
板
や
放
置
自
転
車
な
ど
見

か
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

こ
れ
ら
は
通
行
や
管
理
の
妨
げ
に

な
り
ま
す
。

　

ま
た
、「
道
路
が
陥
没
し
て
い

る
」「
水
路
の
蓋
が
こ
わ
れ
て
い

る
」な
ど
危
険
な
場
所
を
発
見
し

た
ら
、す
ぐ
に
情
報
提
供
を
お
願

い
し
ま
す
。 

８
月
は
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

み
ん
な
で
パ
ト
ロ
ー
ル

マ
ナ
ー
と
思
い
や
り

　

タ
バ
コ
の
吸
殻
や
ゴ
ミ
な
ど
を

ポ
イ
捨
て
し
て
い
ま
せ
ん
か
。一

人
一
人
が
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
心
が

け
で
、気
持
ち
の
よ
い
き
れ
い
な

道
路
・
河
川
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、生
け
垣
や
庭
木
の
枝
が

道
路
に
出
る
と
、通
行
の
妨
げ
に

な
り
と
て
も
危
険
で
す
。事
故
を

防
ぐ
と
と
も
に
、だ
れ
も
が
気
持

ち
よ
く
通
行
で
き
る
よ
う
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
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